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今
号
の
「
人
」 

 

発
掘
調
査
に
あ
こ
が
れ
て 

当
館
文
化
財
調
査
室 

 

細
石
朋
希
臨
時
調
査
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豊
前
市
塔
田
琵
琶
田
遺
跡 

難
航
す
る
発
掘
調
査 

 
 

当
館
が
現
在
発
掘
調

査
を
行
っ
て
い
る
豊
前
市

塔
田
琵
琶
田
遺
跡
第
４

次
調
査
で
、
非
常
に
密

集
す
る
竪
穴
住
居
跡
な

ど
の
遺
構
の
検
出
作
業

に
調
査
担
当
者
が
四
苦

八
苦
し
て
い
る
。 

当
館
で
は
塔
田
琵
琶

田
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

平
成
２
２
年
度
よ
り
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
古
墳

時
代
前
期
・
後
期
の
多

数
の
竪
穴
住
居
跡
を
発

見
し
て
い
る
。
特
に
古
墳

時
代
後
期
の
竪
穴
住
居 

密
集
す
る
古
墳
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
跡
、
試
さ
れ
る
調
査
担
当
者
の
力
量 

 

め
、
地
山
が
ほ
と
ん
ど
な

い
状
態
と
、
地
山
の
「
黒
」

と
遺
構
の
「
黒
」
の
ダ
ブ

ル
パ
ン
チ
に
調
査
担
当
者

が
格
闘
す
る
毎
日
が
続

く
。 

 

そ
こ
で
頼
り
と
な
る
の

が
調
査
担
当
者
で
あ
る
当

館
小
澤
技
術
主
査
の
腕
で

あ
る
。
ほ
ん
の
細
か
い
土

の
色
や
硬
さ
と
経
験
か

ら
、
遺
構
の
ラ
イ
ン
を
引

き
、
そ
れ
を
繋
ぐ
こ
と
で

竪
穴
住
居
を
少
し
ず
つ
発

見
し
て
い
く
。
さ
す
が
！ 

こ
の
成
果
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
の
発
掘
速
報

展
で
紹
介
す
る
予
定
。 

是
非
ご
期
待
下
さ
い
！ 

（
大
庭
孝
夫
記
者
） 

遺構検出で格闘する塔田琵琶田遺跡調査担当の小澤技術主査 

＝当館撮影 

九
州
大
学
大
学
院
卒
業
後
の
四
月
よ
り
、
小
澤
技
術
主
査
と

一
緒
に
塔
田
琵
琶
田
遺
跡
の
調
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い

こ
ろ
よ
り
憧
れ
た
、
発
掘
調
査
の
仕
事
に
対
し
て
、
大
変
さ
と
楽
し

さ
を
同
時
に
感
じ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ガ
ッ
ツ
あ
ふ

れ
る
小
澤
技
術
主
査
を
見
習
い
な
が
ら
、
早
く
一
人
前
に
な
り
、

一
人
で
発
掘
現
場
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
現
在
の
目
標
で

す
。 

【告知】 

収蔵品オンデマン

ド、土日祝日 10:00

～16:00 当館第４展

示室にて好評実施中 

村山健治氏収集資料展 

第１展示室で開催中 

発
掘
新
聞 

跡
に
は
、
朝
鮮
半
島
に
起

源
が
あ
る
Ｌ
字
状
カ
マ
ド

（
オ
ン
ド
ル
状
カ
マ
ド
）

が
付
設
さ
れ
る
例
が
多
く

発
見
さ
れ
た
。 

 

こ
の
遺
跡
付
近
は
「
黒

土
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
、

も
と
も
と
の
土
、
地
山
が

黒
色
で
あ
る
こ
と
が
特
徴

で
、
竪
穴
住
居
跡
な
ど
が

埋
ま
っ
た
土
も
黒
色
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と

極
め
て
難
し
い
発
掘
調
査

を
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
。
今
回
の
調
査
範
囲
で

は
、
密
集
す
る
遺
構
の
た 

 

遺
構
検
出
作
業
を
行
う
発
掘
作
業
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